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図 1 第 3世代 X線 CTの幾何構造
2.1 二乗誤差法に基づくアルゴリズム






(xj)d(xj ; ) (1)
となる．ここで，j は画素を表すインデックスであり，xj は j
番目の画素の実空間上での座標を表す．d(x; )は測定位置  に
おいて投影ラインが xの画素を通過する距離である．
式 (1)は行列形式で，26664
d(x1; 1)    d(xNp ; 1)
d(x1; 2)    d(xNp ; 2)
...
...
















D = s (3)






を最小にするような  を求める方法であり， について微分し
た値が 0となる点が最小となる．すなわち，






DTD = UV T (6)
の様に，直交行列 U; V そして，システム行列の特異値を対角成
分に持つ対角行列 に分解される．特異値分解の後，特異値に
基づいたシステム行列から雑音成分の除去を行う事で，



























L subject to (xj) > 0; j 2 f1; 2; : : : ; Npg (11)
の様に尤度最大化により実現される．以下これを尤度法と記す．
3 実験設定
X 線源から 1 スキャン中に照射される X 線の総光子数を
8 107; 8 108; 8 109	 [photons/scan]， 方向及び回転角
度  の分割数 N ; N を，f16; 32; 64g，f16; 32; 64g, そして撮











定された減弱係数，は真の減弱係数，Np は P の全要素数であ
る．本研究では，提案手法の実用上の効率を評価するため，ここ
では尺度として，
R = proc  E (13)
を用いる．ここで proc は，推定に要した計算時間である．この
尺度は，値が小さいほど効率が良い事を意味している．
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4 数値実験
図 2 に用いた数値ファントムを示す．撮像空間の領域の大き
さを 30 [cm] 30 [cm] と設定する．測定対象としたファント
ムは，評価のため単純に水で満たされた半径 (r)14:4 [cm] 程度
の球体を想定する． 図 3 と図 4 は画素数 24  24，観測総数
図 2 測定対象としたファントム
NT = N N = 32 32 = 1024の場合の特異値分解法及び尤
度法による再構成画像結果，図 5はこの場合における X線光子
数に従った計算効率の尺度 Rの変化のグラフであり、図 6と図
7は画素数 32 32，観測総数NT = N N = 32 16 = 512
の場合の特異値分解法及び尤度法による再構成画像結果，図 8
はこの場合における X 線光子数に従った計算効率の尺度 R の
変化のグラフである．
8:0 107 8:0 108 8:0 109
図 3 画素数 24  24,NT = 1024の場合において特異値分解
による再構成結果
8:0 107 8:0 108 8:0 109
図 4 画素数 24  24,NT = 1024の場合において尤度法によ
る再構成結果
図 5 画素数 24  24,NT = 1024の場合において画素数の場
合における計算尺度 Rの変化









8:0 107 8:0 108 8:0 109
図 6 画素数 32 32,NT = 512の場合において特異値分解に
よる再構成結果
8:0 107 8:0 108 8:0 109
図 7 画素数 32 32,NT = 512の場合において尤度法による
再構成結果
図 8 画素数 32 32,NT = 512の場合において画素数の場合
における計算尺度 Rの変化
5 おわりに
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